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　　核融合実験装 置の 炉材 と して 使 わ れ る 各種材料 に対 しヘ リウ ム イ オ ン 又は水素イオ ン をグロ
ー
放電洗浄法 に よ り打 ち込 み、そ の 後昇温脱

ガ ス 装置 aDS）を用 い て 、炉材中 の ヘ リ ウ ム 及 び水素の リ テ ン シ ョ ン 量 を評価 した。実験 方法 は、5 種類 の 炉 材 料 に イオ ン を打 ち込 む 為 に 図

1 に 示す よ うに 熱負荷試験 装 置 ACT の 中心 部 に陰極 とな る 材料 を設置 し、上 方 に 陽極 とな る カ
ー

ボ ン 製電極 を取 り付 け、こ の 間 に 直流電圧

を印加 して ヘ リウ ム 又は 水素放電 を行 う。放 電条件 として の 放電 ガス 圧、放電電流、放電時間 は各々 20mTerr 、300mA 、そ して 放 電時 間 は

　　　　　　　　　　　　　　 6〜7 時 間で ある 。試験用の 炉材は lcm × 5cm 矩 形 形 状 の サ イズ に切 断 して 、各材料 10 枚 を交互 に 配 列 して、

　　　 　　　材料毎 に 均
一

な イ オ ン フ ラ ッ クス が 入射する よ うに配慮 した。数時 間の イ オ ン 照射後大気 に取 り出 し、材料毎 に

　　　 　　　 ま とめ て TDS の 石英管中に 吊 して、脱離 ス ペ ク トル を測定 した。こ こ で 、TDS の 昇温 加 熱 速 度、最 高加熱温度、

　　　 　　　 そ して 総 加 熱 時 間 は各 々 1400℃、10℃1min．そ して 170min ．で あ る。な お、水素 の リ テ ン シ ョ ン を測定す る場

　然 wwnv

　合、材料に元 々 存在す る水素 と区別する 為に 二 組 の 試料 ホ ル ダ
ー

を用 意 して 、一組 は 放 電プ ラ ズ マ に 直接 曝 し、ヌ
静 漸 in，

　 他 の
一
組は プラ ズマ が 当た ら ない 陰の 部分に 設置 した。そ して、　TDS で 測 定 した両者 の 値 の 差 か ら放電 洗 浄 に

　
．．．
　 　　 よ り打 ち込 まれ た 真 の 水素 イ オ ン 量 を測定 す る 方式 を採 用 した。試料 と して 使 っ た 材料 は、グ ラ フ ァ イ ト

　
”L
　 　　 ア イ ト材 の 約 10 倍 、そ して モ リブ デ ン の 100 倍以上 も多か っ た 。 反面、水素 の リテ ン シ ョ ン量 に関 して は、グ

　　　　　　　　　　　　　　 ラ フ ァ イ トと タ ン タ ル が非常 に 多 く、ス テ ン レ ス 、タ ン グス テ ン 、そ して モ リブ デ ン に 比 較 して 2 桁近 く多い 値

図 1炉 材 に He と H イ オ ン 　で あ っ た。モ リブ デ ン の 場合は、ヘ リウ ム 、水素の リテ ン シ ョ ン 量が 他 の 材料 に 比べ て 少 な く、今 後更 に研 究 を

打込 む 為の 試験装 置 ACT 　　すべ き材料 と して 注 目され る 。
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中性化 セ ル 用大型 プ ラズ マ 源 における磁場配位の 効果
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　核融 合プラ ズ マ にお け る 高エ ネル ギ ー
大電流 中性粒子 ビ

ー
ム 入射装置（NBI ）

に用 い られ る プラ ズ マ 中性化セ ル は、NBI の ビーム エ ネル ギ ーが 大 き くなる に

従 っ て 生 じる 中性化効率の 低下を避 ける ため 、必 要 とされ て い る。また 、中性

化効率の 向上 はそ の まま NBI シ ス テ ム 全体 の 性能の 向上 に つ なが る 。

　当硬究で は 、プ ラ ズ マ 中性化セ ル用 イオ ン源 にお い てチ ャ ン バ
ー

全体に磁石

を配 置 し、フ ラ ン ジ とテ ヤ ン バ
ー

の 磁場配位 を変化 させ る こ とに よ り中性 化 セ

ル の 閉 じ込め性能の 改善を図 っ た。
　一

般的な磁 場配位  と数種類の 磁場配位と の 問で 閉 じ込め性能の 比較実験

を行 っ た 。その 中 で 最 も結 果 の 良か った磁場配位  を   と並べ て 図 1 に示 した 。

　フ ラ ン ジ に磁石 を配置 した  は 最低放電 ガ ス 圧 が 低 く、電離度 も高い こ とが

実験 よ り得 られ た。こ れは フランジに取 咐 けた磁石が形成 す る磁場 によりフ ランジ

か らの プラズマ の 損失 を防止 す ることがで きたことと、フィラメン トか ら放出 し、フ ィラメ

ン 随 傍 の 磁場に トラ ッ プされ 、gradB　Fn）7 トして きた放 電 電子 を中 性化 セ ル の 中 に

閉 じ込め ることがで きたため と考えられ る。

　また 、  の 磁場配位 を基準に フ ラ ン ジの 磁 石 列 を 0 列 か ら 3 列 まで変 えた そ

れ ぞ れ の 磁 場配位 にお い て、ア ル ゴ ン ガ ス で 実験 を行い 、電離度 を求めた もの

を図 2 に 示 した。その 結果 よ リフ ラ ン ジに磁 石 が な い 場 合で もチ ャ ン バ
ー
磁石

列の 両端を変化 させ ただ け で大幅な電離度の 向上 が 見ら れた 。こ れ は フ ラ ン ジ

に磁石 を配 置する こ と よ り、チ ャ ン バ
ー
端部の 磁 石 を変化 させ る こ との 方 が プ

ラ ズマ の 閉 じ込め に は有効で ある こ とを示 して い る 。
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図 1．磁場配位
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図 2．（Ar）ガ ス 圧 に 対す る電離度
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